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県
で
は
、男
女
が
、固
定
的
な
役
割
分
担
に
と
ら
わ
れ
ず
、個
性
と
能
力
を

十
分
に
発
揮
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、富
山
県
民

男
女
共
同
参
画
計
画
ー
と
も
に
輝
く
共
生
プ
ラ
ン
ー
を
策
定
し
ま
し
た
。

誰
が
何
を
す
る
た
め
の
計
画
？

今
な
ぜ
、
計
画
が
必
要
？

県
民
計
画
で
す

県
民
み
ん
な
で
推
進
す
る
県
民
計
画

で
す
。

県
の
施
策
の
計
画
で
す

男
女
共
同
参
画
施
策
に
つ
い
て
、
県
の

取
り
組
む
方
向
を
示
す
基
本
計
画
で
す
。

市
町
村
・
民
間
団
体
の
皆
さ
ん
は

市
町
村
は
、
こ
の
計
画
を
取
り
組
み
の

方
向
と
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
に

合
っ
た
独
自
の
施
策
を
進
め
て
く
だ
さ
い
。

民
間
団
体
の
皆
さ
ん
は
、
行
政
と
の
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ（
連
携
）の
も
と
で
活
動

の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
く
だ
さ
い
。

「
も
う
男
女
は
平
等
に
な
っ
て
い
る
」。

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の
改
正
や
男
女

共
同
参
画
社
会
基
本
法
の
制
定
な
ど
、法

律
面
で
の
整
備
が
進
み
、
最
近
よ
く
そ

の
よ
う
に
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」と

い
う
性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割
分
担

意
識
は
依
然
と
し
て
根
強
く
残
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
た
め
県
で
は
、
女
性
も
男
性
も
、

人
権
が
尊
重
さ
れ
、
個
性
と
能
力
が
発

揮
で
き
る
社
会
を
め
ざ
し
、
平
成
十
三
年

三
月
に
富
山
県
男
女
共
同
参
画
推
進
条

●最近の統計で見る本県の特徴
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共
同
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画
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画
の
目
標 

男
女
共
同
参
画
の
推
進 

富山県民男女共同参画計画体系図 富山県民男女共同参画計画体系図 

政策・方針決定の場への 
男女共同参画の推進 

基 本 目 標  重 点 課 題  施 策 の 方 向  

1

男女平等意識の 
確立 

男女の心と 
からだの尊重 

政策をきめる 

しごとの方針をきめる 

地域の方針をきめる 

意識をみなおす 

家族の役割分担をみなおす 

制度・慣行をみなおす 

人権をまもる 

からだをまもる 

高齢期の暮らしをまもる 

男女共同参画の 
基盤整備 

家庭生活をささえる 

世界の女性とささえあう 

取り組みをささえる 

き め る  

み な お す  

ま も る  

ささえる  

き め る  

み な お す  

ま も る  

ささえる  

1

22

33

44

県など行政部門の管理職への登用や、審
議会などの意思決定の場や職場、地域へ
の女性の参画を進めるとともに、女性の人
材育成に努めます。　 

学校教育や生涯学習の中で、男女平等に
ついての意識づくりを進めます。また、性
別による役割分担を反映した制度や、社会
慣習、しきたりについて調査し、見直しを
進めます。 

女性に対する暴力を根絶するための体制
を充実するとともに、性に関する教育、啓発、
相談を充実し、生涯を通じた健康を支援し
ます。また、高齢者対策を充実します。 

保育、介護などの家庭の機能を支援します。
また、女性の地位向上に向けた世界での
取り組みと協調した行動を進めるとともに、
総合的な推進体制を確立します。 

四
つ
の
基
本
目
標

こ
の
計
画
で
は
、「
男
女
共
同
計
画
の
推

進
」に
向
け
た
県
の
施
策
、県
民
や
事
業
者

の
皆
さ
ん
の
具
体
的
な
取
り
組
み
の
内
容
を
、

四
つ
の
基
本
目
標
で
示
し
て
い
ま
す
。こ
こ

で
は
、主
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

政
策
・
方
針
決
定
の
場
へ
の
男
女
共
同
参
画
の
推
進

政
策
を
き
め
る

・
県
の
審
議
会
等
へ
の
女
性
の
参
画
促
進

・
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
促
進
講
座

し
ご
と
の
方
針
を
き
め
る

・
県
行
政
、教
育
分
野
で
の
女
性
管
理
職

の
登
用
拡
大

・
男
女
共
同
参
画
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

事
業
所
へ
の
配
置

・
県
農
山
漁
村
女
性
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
女
性

の
農
村
水
産
業
経
営
等
へ
の
参
画
促
進

・女性の平均寿命

・三世代同居率

・女性の高校進学率

・女性の就業率

・共働き率

・民間企業での女性の管理職比率

（全国 5位）

（全国 3位）

（全国 2位）

（全国 4位）

（全国 3位）

（全国41位）

83.86歳

22.2％

98.8％

53.4％

62.1％

2.55％

男女共同参画に関する重要な事項を調査審議す
る「富山県男女共同参画審議会」。県民の代表と
して知事に意見を述べることができる。現在20
人の委員のうち男性が8人、女性が12人。

地
域
の
方
針
を
き
め
る

・
地
域
で
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る

出
前
講
座
の
実
施

基
本
目
標 

1
き
め
る 

1
き
め
る 

基
本
目
標 

男
女
平
等
意
識
の
確
立

意
識
を
み
な
お
す

・
男
性
向
け
、
高
齢
者
向
け
の
啓
発
資
料

の
作
成

基
本
目
標 

2
み
な
お
す 

2
み
な
お
す 

基
本
目
標 

計
画
の
目
標
は「
男
女
共
同
参
画
の

推
進
」

こ
の
計
画
が
め
ざ
す
富
山
県
の
姿
は
、

男
女
が
人
権
を
認
め
合
い
、
人
格
を
尊
重

し
あ
う
関
係
の
中
で
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る

分
野
で
の
活
動
に
対
等
に
参
画
す
る
機
会

が
確
保
さ
れ
、
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担

に
と
ら
わ
れ
ず
、
個
性
と
能
力
を
十
分
に

発
揮
し
て
、
喜
び
と
責
任
を
分
か
ち
合
い

な
が
ら
活
躍
す
る
社
会
で
す
。

役
　
割 

県
民
・
事
業
者
の
皆
さ
ん
は

男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
努
め
る
こ
と

は
、県
民
・
事
業
者
の
責
務
で
す
。こ
の
計

画
を
一
人
ひ
と
り
の
取
り
組
み
の
よ
り
ど

こ
ろ
と
し
て
く
だ
さ
い
。

の
開
催

※
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
…
判
断
力
や
行
動
力
を
養

う
こ
と
、
自
立
す
る
力
を
つ
け
る
こ
と

例
を
制
定
（
同
年
四
月
施
行
）。
県
、
県

民
、
事
業
者
そ
れ
ぞ
れ
の
果
た
す
べ
き
責

務
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

こ
の
た
び
策
定
し
た
富
山
県
民
男
女

共
同
参
画
計
画
ー
と
も
に
輝
く
共
生
プ

ラ
ン
ー
は
、
平
成
十
三
年
度
か
ら
二
十

二
年
度
ま
で
の
十
年
間
を
計
画
期
間
と

し
、
条
例
に
基
づ
く
具
体
的
な
取
り
組
み

を
示
し
た
も
の
で
す
。



●今後の予定● 

2
月 

 2日（土） 入善町民会館 
 3日（日） 井波町総合文化センター 
16日（土） サンフォルテ（富山市）、福岡町総合町民センター 
17日（日） 高岡市ふれあい福祉センター、 
  上市町保健福祉総合センター 
23日（土） 生地コミュニティセンター（黒部市）、 
  大沢野町民文化会館 
24日（日） 滑川市民会館 

 2日（土） 八尾町コミュニティセンター、下村農村環境改善センター 
 9日（土） 砺波地域職業訓練センター（砺波市） 
10日（日） ささら館（上平村） 

2
月 

3
月 

3
月 

基
本
目
標 

4
さ
さ
え
る 

4
さ
さ
え
る 

基
本
目
標 

県では、男女共同参画計画を県民の皆さんに知っていただく
ため、「女と男のパートナー会議」を開催しています。この会議
は、各地域の男女共同参画
推進員の皆さんの企画・運
営により、12月下旬から
3月にかけて、県内16か
所で開催するものです。
21世紀の女と男の輝き方
を一緒に考えてみません
か。多くの皆様の参加をお
待ちしています。
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●
特
集
に
つ
い
て
の
問
合
せ
・
ご
意
見
は

県
庁
女
性
青
少
年
課
ま
で
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昨年10月、富山市と宇奈月町で開催された「北東アジア21世紀
女性会議」。北東アジア地域を対象とした初めての女性会議で、
日本、中国、モンゴル、韓国、ロシアの女性が参加。世界の平和
と繁栄に向けた循環と共生のメッセージ「富山宣言」が採択さ
れた。

男
女
共
同
参
画
は
着
実
に
進
ん

で
い
ま
す

県男女共同参画推進員
新湊連絡会

代表 瀬山和子さん

現
在
、当
会
に
は
十
八
人
の
推
進
員
が

い
ま
す
が
、そ
の
う
ち
七
人
は
男
性
で
、男

性
比
率
は
県
内
の
市
町
村
の
中
で
も
高
い

方
で
す
。こ
れ
ま
で
、市
内
の
各
地
区
で
の

巡
回
講
座
や
男
性
も
参
加
し
て
も
ら
っ
て

の
介
護
教
室
を
行
う
な
ど
、地
域
に
密
着

し
た
活
動
に
心
が
け
て
き
ま
し
た
。

そ
の
甲
斐
も
あ
っ
て
、女
性
男
性
ど
ち

ら
と
も
、数
年
前
に
比
べ
意
識
が
随
分
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
ね
。今
で
は
、男
性
側
の

取
り
組
む
姿
勢
も
積
極
的
で
、逆
に
教
え

ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
よ
。

最
近
う
れ
し
か
っ
た
の
は
、あ
る
事
業
者

か
ら
、社
員
向
け
の
講
演
を
し
て
ほ
し
い
と

依
頼
が
あ
っ
た
こ
と
で
す
。事
業
者
側
か

ら
そ
う
い
う
声
が
あ
が
っ
て
き
た
の
は
、と

て
も
大
き
な
前
進
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
、人
材
の
育
成
が
大
事
で

す
。女
性
も
ど
ん
ど
ん
社
会
に
出
て
、自
分

を
磨
い
て
ほ
し
い
で
す
ね
。「
女
性
の
時
代
」

と
い
う
よ
り
、「
女
と
男
が
一
緒
に
生
き
る

時
代
」に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
一
人
ひ
と
り
の
意
識
と

行
動
が
大
切
で
す

今
後
、
県
は
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、

様
々
な
具
体
的
施
策
を
積
極
的
に
展
開

し
て
い
き
ま
す
が
、「
男
女
共
同
参
画
の

推
進
」の
た
め
に
何
よ
り
重
要
な
の
は
、

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
自
発
的
に
考
え
、

行
動
す
る
こ
と
で
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、

男
女
共
同
参
画
を
自
ら
の
問
題
と
し
て

と
ら
え
、
家
庭
や
地
域
の
中
で
で
き
る
こ

と
か
ら
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

女と男のパートナー会議

※時間など詳しくは県庁女性青少年課までお問合せください。

男女共同参画に関する主な相談窓口

■全般

サンフォルテ相談コーナー 1076（432）6611
時間：火～土（9：30～12：00、13：00～16：00）

■家庭内不和・生活困窮などの心配事全般に関すること

県女性相談センター 1076（421）6252

■犯罪の被害に関すること

女性被害110番　　　　10120（72）8730

妊娠中の母親と父親が一緒になって、オムツの替え方やお風呂
の入れ方などを人形で練習する育児教室
（各市町村保健センターなどで実施）

高校生向けに作成した副読本。
家庭科などの補助教材として
活用している。

男
女
の
心
と
か
ら
だ
の
尊
重

人
権
を
ま
も
る

・
女
性
等
へ
の
暴
力
根
絶
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
実
施

・
職
場
や
学
校
で
の
セ
ク
シ
ャ
ル・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト（
性
的
嫌
が
ら
せ
）の
防
止
啓
発

の
徹
底

・
県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー
で
の
D
V
法
に

基
づ
く「
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
」と
し
て
の
機
能
の
充
実

※
D
V
法
…
配
偶
者
か
ら
の
暴
力（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ

ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
＝
D
V
）を
防
止
し
、
被
害

者
を
保
護
す
る
た
め
に
制
定
。
平
成
十
三
年
十

月
か
ら
施
行
さ
れ
た
。

か
ら
だ
を
ま
も
る

・
道
徳
、
学
級
活
動
と
連
携
し
た
性
教
育

の
系
統
的
、
体
系
的
な
推
進

・
妊
娠
中
の
女
性
労
働
者
の
母
性
健
康
管

理
に
つ
い
て
の
事
業
主
へ
の
情
報
提
供

高
齢
期
の
暮
ら
し
を
ま
も
る

・
高
齢
者
に
適
し
た
健
康
づ
く
り
と
介
護

予
防
・
生
活
支
援
事
業
の
推
進

・
介
護
保
険
制
度
の
円
滑
な
運
営

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
施
設
整
備

の
促
進

男
女
共
同
参
画
の
基
盤
整
備

家
庭
生
活
を
さ
さ
え
る

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
フ
レ
ン
ド
リ
ー
企
業
の
普
及

・
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
の
適
正
運
用
の

促
進

・
延
長
保
育
、一
時
保
育
、休
日
保
育
等
、

特
別
保
育
の
拡
充

・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
促
進

※
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
フ
レ
ン
ド
リ
ー
企
業
…
仕
事
と
家
庭

と
の
両
立
が
し
や
す
い
体
制
を
整
え
て
い
る
企
業

世
界
の
女
性
と
さ
さ
え
あ
う

・
国
際
感
覚
を
も
っ
た
女
性
の
人
材
育
成

の
推
進

・
北
東
ア
ジ
ア
地
域
対
象
の
会
議
等
を
通

じ
た
、
環
日
本
海
地
域
の
女
性
や
自
治

体
と
の
交
流
の
促
進

新湊市を皮切りにスタートした「女と男のパ
ートナー会議」。各会場では、講演会や寸劇
など、趣向を凝らした催しが行われる。

男女共同参画推進条例で「男女共同参画の推進のための拠点
施設」として位置づけられている県民共生センターでは、次の事業
を実施しています。お気軽にご利用ください。

情報コーディネート事業
■図書室での各種書籍の閲覧・貸出
■人材情報、生活情報、グループ・団体情報の提供

相談・カウンセリング事業
■電話や面接による相談・カウンセリングの実施
相談専用電話 TEL 076（432）6611 火～土（9：30～16：00）

生活創造支援事業
■男女共同による新しいライフスタイルの創造の提案と支援
■学習・能力開発事業の企画・実施　など

ネットワークづくり支援事業
■女性のネットワークづくりへの支援
■各種交流事業の企画・実施　など

女性就業支援事業
■能力開発事業の企画実施
■創業・起業を志向する女性への支援

家
族
の
役
割
分
担
を
み
な
お
す

・
男
性
の
家
事
、
育
児
、
介
護
等
へ
の
参

画
を
促
進
す
る
た
め
の
意
識
啓
発
の

実
施

制
度
・
慣
行
を
み
な
お
す

・
学
校
で
の
男
女
混
合
名
簿
の
導
入
状
況

の
調
査
、
分
析
の
実
施

・
冠
婚
葬
祭
や
地
域
の
伝
統
芸
能
で
の
固

定
的
な
考
え
方
の
調
査
研
究
の
実
施

基
本
目
標 

3
ま
も
る 

3
ま
も
る 

基
本
目
標 

・審議会等での女性委員の割合 

25.3％ 30％超 
現　在（基準値） 2005年の目標値 

富山県男女共同参画計画富山県男女共同参画計画での主な目標主な目標 富山県男女共同参画計画での主な目標 

・育児休業の取得率 

26.1％ 35％ 
現　在（基準値） 2010年の目標値 

・特別養護老人ホーム整備数 

3,215床 4,200床 
現　在（基準値） 2004年の目標値 

・在宅介護支援センター整備数 

71箇所 100箇所 
現　在（基準値） 2005年の目標値 

・雇用者全体に占める女性雇用者比率 

42.5％ 44％ 
現　在（基準値） 2010年の目標値 

・延長保育の実施保育所数 

112箇所 160箇所 
現　在（基準値） 2010年の目標値 

・子育て支援センター設置数 

11箇所 40箇所 
現　在（基準値） 2010年の目標値 

・県民共生センターの各種講座受講者に占める男性の割合 

18.6％ 30％ 
現　在（基準値） 2010年の目標値 

・男女共同参画推進員の男性比率 

27.9％ 40％ 
現　在（基準値） 2005年の目標値 

・男女共同参画計画の策定市町村数 

8市町村 全市町村 
現　在（基準値） 2005年の目標値 

取
り
組
み
を
さ
さ
え
る

・
県
民
共
生
セ
ン
タ
ー
で
の
男
性
、
高
齢

者
な
ど
、
よ
り
幅
広
い
層
を
対
象
と
し

た
啓
発
講
座
の
実
施

・
男
女
共
同
参
画
推
進
員
へ
の
男
性
の
就

任
の
促
進

・
市
町
村
の
男
女
共
同
参
画
計
画
策
定

の
支
援

※
男
女
共
同
参
画
推
進
員
…
男
女
共
同
参
画
の

趣
旨
を
広
く
普
及
す
る
た
め
各
地
域
で
啓
発
活

動
な
ど
を
行
う
。
現
在
県
内
に
五
七
〇
人
（
各

小
学
校
区
に
二
人
ず
つ
）が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

・
県
が
実
施
す
る「
ミ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
」の
廃
止

・
小
、
中
学
生
対
象
の
副
読
本
の
作
成
、

副
読
本
を
活
用
し
た
出
前
講
座
の
実
施

県民共生センター（愛称：サンフォルテ） 県民共生センター（愛称：サンフォルテ） 

● 

● 
とやま 
自遊館 

●
富
山
市 

　
総
合
体
育
館 

オーバードホール 
● 

●
富
岩
運
河 

　
環
水
公
園 いたち川 

JR富山駅 

ボルファート
とやま 

県民共生センター 

●問合せ

1076（432）4500
http://www.sunforte.or.jp/
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